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5048 支援困難事例と向き合う　
18 事例から学ぶ援助の視点と方法

 2,160円（本体 2,000円+税8％）
部

3073 対人援助のための相談面接技術
逐語で学ぶ 21 の技法 

 1,944円（本体 1,800円+税8％）
部

※ 送料サービスにてお届けいたします。 ご注文の受付からお届けまでに、１週間~１０日程度かかります。　

● A5判・178頁　● 2014年12月発行　● 定価2,160円(本体2,000円+税8%)

支援困難事例と向き合う
18事例から学ぶ援助の視点と方法

■ 岩間伸之＝著
ISBN978-4-8058-5048-0

現場で多くの支援者が悩む「支援困難事例」。第Ⅰ部では、18 の支援困難事例を

取り上げ、発生要因の分析を行った上で各事例への具体的なアプローチ法を示し

ます。第Ⅱ部、第Ⅲ部では、実践の根拠となる「価値」を見つめ、理論的な土台

を学び、どのような事例にも対応できる実践力を養います。

平成　　　　年　　　　月　　　　日　
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ご自宅 ・ 勤務先（ご名称・部署名・ご担当者名をご記入ください）

〒
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F A X

お支払い １. 公費　　２. 私費 ( 個人購入 )

ご 名 称

( ご自宅の方は

記入不要です) 代金引換

※一部、お取扱い

できない地域が

ございます。

希望曜日

平日 土曜 日曜 無指定

※日程の指定は出来ません

※「振込」を選んだ場合、曜日・時間の指定は出来ません

※電話番号が無記入の場合、代金引換でのお届けは出来ません

部 署 名

( ご自宅の方は

記入不要です)

希望時間
９～ 12 時 12 ～ 15 時 15 ～ 18 時

18 ～ 20 時 19 ～ 21 時 無指定

代引送料 380 円　※ 5,400 円（税込）以上ご購入の場合、代引送料サービス

お 名 前

（ご担当）

振込（銀行、郵便局、コンビニ）必要書類 見積書 (　　通 ) 納品書 (　　通 ) 請求書 (　　通 )

※請求書は、商品と同送いたします。公費→約1カ月以内、私費→約2週間以内にお支払下さい。

出版社使用欄
( 記入不要 )

コード 売上日 売上 No 区分 社員 業種 方法 請納 場所 用紙 売上 支払 支払期日

９ 平本

☆お客様の個人情報のお取り扱いについて　個人情報保護管理者　第一編集部長　Tel .03-3834-5810

●弊社はお客様の個人情報を商品の発送・納品、代金の請求、入金の確認、返金、サービス実施、弊社の商品、サービス、催し物のご案内、これらの確認のための連絡に使用します。弊社は法令に基づく場合を除いて、お客様の個人

情報を当該本人の同意を得ず第三者に提供することはありません。弊社はお客様によりよいサービスの提供のため、個人情報を適切に取り扱っていると認められる委託先を選定し、適切な管理を実施させて業務の一部を外部に委託します。

お客様が弊社に個人情報を与えることは任意ですが、お客様が弊社に個人情報を与えない場合には、弊社からの返信やサービスの提供ができない場合がありますのであらかじめご了承下さい。お客様には、ご自身の個人情報の利用目

的の通知、個人情報の開示、訂正、追加、削除の要求、利用又は提供の拒否をする権利があります。必要な場合には、下記の窓口までご連絡下さい。　【個人情報問合わせ窓口】　中央法規出版株式会社　広島営業所長

TEL.082-568-5870 FAX.082-568-5871
〒732-0804 広島市南区西蟹屋2-9-12 FKDビル3F 

中央法規出版株式会社
広島営業所

http://www.chuohoki.jp/ebooks/main14xxxx

対人援助のための相談面接技術
逐語で学ぶ21の技法　
■岩間伸之：著　●2008年11月刊行　●A5判・200頁　●定価1,944円（本体1,800円＋税8％）

あらゆる対人援助職に必要な面接技術。本書は前半を相談面接技術の理論的解説、後半を実際に行われた
面接の逐語録にもとづくポイント解説という構成をとり、「面接技術の身体化」をめざす。相談援助職のス
キルアップや大学等での面接技術演習のサブテキストに最適な一書。 

ISBN978-4-8058-3073-4

第Ⅰ部　支援困難事例と向き合う
１サービス拒否／２終末期／３不穏／４近隣ト

ラブル／５クレーマー／６軽度認知障害／７ゴ

ミ屋敷／８共依存／９希死念慮／ 10経済的虐

待／ 11アルコール依存／ 12親族間対立／ 13

消費者被害／ 14ひきこもり／ 15身体拘束／

16被害妄想／ 17ネグレクト／ 18本人不在

第Ⅱ部　支援困難事例を深める
１＜支援困難事例と向き合う＞ことの意味／２

「支援困難事例」をとらえることの難しさ／３支

援困難事例の３つの発生要因／４支援困難事例

の４つの分析枠組み／５「対人援助が依拠する

『価値』へのアプローチ」から見えるもの／６ 支

援困難事例への予防的アプローチの視座

第Ⅲ部　実践の根拠としての「価値」を極める
１対人援助における「価値」の位置と重要性／２

対人援助における「価値」の全体像／３中核的価

値としての「本人主体」／４「中核的価値」から

「派生的価値」への展開／５対人援助の根源
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